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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月25日(2016.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　経肺投与のための医薬組成物を作製するための方法であって、吸入可能な薬理活性のあ
る材料が共振音響ブレンダー内で音響ブレンドされる段階を含み、前記医薬組成物は、局
所的経肺投与用であり、好ましくは前記薬理活性のある材料は局所効果用であり、代替的
に前記薬理活性のある材料は全身的効果用である、方法。
【請求項２】
　前記音響ブレンドする段階は、5Hzから約1,000Hzまでの範囲、最も好ましくは約60から
61Hzまでの範囲で実施される、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記音響ブレンドする段階は、少なくとも1分間、または最大60分間実行される、請求
項1または2に記載の方法。
【請求項４】
　前記医薬組成物は、賦形剤材料を含む、請求項1から3のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記医薬組成物は、添加剤材料をさらに含む、請求項1から4のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項６】
　前記薬理活性のある材料は、粒子状物質である、請求項1から5のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項７】
　前記薬理活性のある材料は、長時間作用型ムスカリン性拮抗薬および/または長時間作
用型βアドレナリン受容体作動薬および/または吸入コルチコステロイドから選択され、
前記薬理活性のある材料は、ブデゾニド、フマル酸フォルモテロール、臭化グリコピロニ
ウム、マレイン酸インダカテロール、臭化ウメクリジニウム、ビランテロールトリフェナ
テート、臭化チオトロピウム、キシナホ酸サルメテロール、またはプロピオン酸フルチカ
ゾンから選択される、請求項1から6のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記賦形剤材料は、粒子状物質であり、前記賦形剤は、ラクトースである、請求項4か
ら7のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記賦形剤は、α-ラクトース一水和物であり、好ましくはD10≦250μm、D50≦500μm
、およびD90≦800μmである、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記添加剤材料は、粒子状物質であり、前記添加剤材料は、アミノ酸、リン脂質または
、ステアリン酸金属塩を含む、請求項5に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ステアリン酸金属塩は、ステアリン酸マグネシウムまたはステアリン酸カルシウム
のいずれかであり、好ましくは、添加剤はステアリン酸マグネシウムである、請求項10に
記載の方法。
【請求項１２】
　前記薬理活性のある材料は、音響ブレンドの前に微粉化される、請求項1から11のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　微粉化は、インパクトミリングまたはジェットミリング、好ましくはエアジェットミリ
ングによるものである、請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　請求項1から13のいずれか一項に記載の前記方法を使用して得られる組成物を含む、吸
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入器デバイス。
【請求項１５】
　医薬品において使用するための、請求項1から13のいずれか一項に記載の前記方法によ
って得られる医薬組成物。
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